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今年 4 月に、第 5 期福祉委員 市内 658 名が委嘱され、現在活動を行っております。先日、公民館
単位の「地区福祉委員会」、町単位の「支部福祉委員会」が随時開催され、各町３名ずつ「福祉委員

幹事」が選出され、市の代表の計 12 名の幹事が決定しました。
ここで、6 月 23 日（月）に開催された「第 1 回 福祉委員幹事会」の報告と新しく幹事になられた

方々の抱負を少しご紹介したいと思います。

幹事会では、市単位での福祉委員活動の

活発化のため、支部からの情報共有や市域での

福祉委員活動の課題発掘等の話合いを実施して

います。

●第 1 回目【6 月 23 日（月）開催】の会議では

幹 事 長 斉藤 道広氏（みくに支部）

副幹事長 石田 正美氏（まるおか支部）

      中嶋 圭子氏（はるえ支部）

      本家 秀幸氏（さかい支部）

             が決まりました。

各地区の福祉委員さん、どうぞよろしくお願いします。

市
第 5 期 福祉委員市幹事のみなさま

抱負紹介
  ※抱負を一部紹介します。

【お知らせ】福祉委員の全体研修

●第 9 回 坂井市社会福祉大会

日時

平成２６年１１月９日（日）

会場

ハートピア春江（予定）

何もわからないままに福祉委員幹事皆さまから学
ぶことが多々あると思います。

一生懸命、私なりに努力していきたいと心していま
す。

どうぞよろしくお願いします。       

（みくに支部 板倉 孝子幹事）

福祉委員として最近目覚めてきました。
市内では、女性の活躍がとても高いと聞いていま

す。
それもうれしいです。       

（はるえ支部 細川 保子幹事）

幹事になり、9 年目になります。

その間、それぞれ特色のある活動
を継続しながら、市での活動統一

や協調事業の推進に努めてきまし
た。今後は、福祉委員活動の啓

発のために展示パネルの作成や
記録活動を各地区に啓発していきたいと思います

のでどうぞよろしくお願いします。  
（まるおか支部 石田 正美幹事）

今年度から地区の福祉委員に

なり、いきなり幹事ということで緊張
しています。

微力ですが、安心して暮らせる
まちづくりを目指し、がんばってい

きますので、よろしくお願いします。
（さかい支部 内江 輝三幹事）



社 協 情 報

掲載等のお問い合わせは

みくに支部 Tel ８２－１１７０

        Fax ８２―１５９３

まるおか支部  Tel ６８ー５０６０

       Fax ６７―２９５０

はるえ支部 Tel ５１－４５４５

       Fax ５１―６２６９

さかい支部   Tel ６７―０６４０

       Fax ６７―２８０７
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。
そ
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、
市
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い
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各
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あ
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ら
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き
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。
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新
し
い
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け
て
く
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と
思
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ま
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。
私
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ち
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、
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意
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ら
、
各
地
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福
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図
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市
幹
事
長

斉
藤

道
広

幹
事
会
に
つ
い
て

《キーワード》

見守り活動

福

祉
委
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け

あ
る
日
、
村
の
集
ま
り
か
ら
帰
っ
た
夫
が
「
お
前
、
今

度
福
祉
委
員
や
と
」
と
言
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
し
た
。

私
は
、
「
え
っ
、
福
祉
委
員
っ
て
な
に
？
」
と
聞
き
ま
し

た
が
、
夫
に
聞
い
て
も
「
わ
か
ら
ん
」
の
一
言
。

何
年
も
村
の
会
議
に
出
て
い
て
も
、
知
ら
な
い
ん
だ
な
ぁ

と
感
じ
ま
し
た
。

に
で
き
る
見
守
り
活
動

委
嘱
式
で
、
「
地
域
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見
守

り
活
動
」
や
困
り
ご
と
を
把
握
し
た
ら
、
地
区
の
民
生
委

員
さ
ん
に
連
絡
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
自
分

に
何
が
で
き
る
か
考
え
て
み
ま
し
た
。

私 見
守
り
活
動
と
聞
い
て
も
、
な
か
な
か
何
を
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
福
祉
委
員
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
3
月
20
日
（
木
）
に
ま
る
お
か
支
部
の
「
福
祉
委
員
委
嘱
式
」
に
て
、
発
表
し
て
い
た
だ
い
た

「
高
椋
西
部
地
区

西
尾

榮
子
福
祉
委
員
」
さ
ん
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

先
輩
の
活
動
を
参
考
に
、
新
任
の
福
祉
委
員
さ
ん
も
で
き
る
こ
と
か
ら
、
見
守
り
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

居
高
齢
者
と
の
出
会
い

あ
る
日
、
足
の
不
自
由
な
高
齢
者
が
村
の
空
き
家

へ
、
転
居
し
て
き
ま
し
た
。

高
齢
に
な
っ
て
か
ら
の
転
居
は
知
り
合
い
も
お
ら

ず
、
不
安
と
孤
独
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な

風
に
感
じ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
人
に
話
し
相
手
を
探
し
て
あ
げ
よ
う

と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
緊
急
先
連
絡
カ
ー
ド
を
渡
し
、

玄
関
に
、
か
か
り
つ
け
病
院
等
の
情
報
を
は
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

転

ほ
ど
な
く
、
話
し
相
手
も
見
つ
か
り
、
毎
週
か
す
み

の
郷
温
泉
で
楽
し
そ
う
に
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

施
設
入
所
が
決
ま
り
、
連
絡
カ
ー
ド
は
使
う
こ
と
な
く

見
守
り
活
動
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

他
の
方
で
は
、
出
か
け
る
時
に
、
車
が
あ
る
か
を
横

目
で
確
認
し
て
、
「
今
日
も
元
気
だ
な
」
と
確
認
し
て

い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
手
抜
き
だ
け
ど
、
こ
れ
も
、
見
守

り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今

福
祉
委
員
に
な
る
前
と
変
わ
っ
た
こ
と

少
し
だ
け
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
立
て
、
さ
り
げ
な
く
地

域
を
見
つ
め
て
い
く
。
き
っ
と
福
祉
委
員
に
な
っ
て
な

か
っ
た
ら
、
気
づ
か
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
あ
ま
り
重
く
考
え
ず
、
「
自
分
に
出
来

る
、
さ
り
げ
な
い
見
守
り
」
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

ま
た
、
一
人
で
活
動
と

い
う
の
も
な
か
な
か
心
細

い
で
す
よ
ね
。

高
椋
西
部
地
区
に
は
、

「
高
椋
福
祉
の
会
」
と
い
う

組
織
が
あ
り
ま
す
。

一
人
で
、
悩
ま
ず
、
民
生

委
員
さ
ん
や
、
地
域
の
中

で
相
談
で
き
る
仲
間
が
い
る

こ
と
も
心
強
い
で
す
ね
。


